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１．研究計画の概要 

 本研究は、周代宗法制の起源と展開を探る
ための基盤構築作業を行うことを目的とす
る。後世、周代宗法制と称されるような中国
古代における体系的な家族観が戦国期に成
立したとする、研究代表者のこれまでの見通
しを、先秦家族史における各事象を検討する
ことを通して、個別具体的に立証する。また
周代宗法制研究の現を批判的に確認し、出土
資料と伝世文献の比較検討を中心に、周代宗
法制と称されるものの実態を検討する。そし
て研究の円滑化を図るため、先秦家族研究に
関係する出土資料を収集し、４年の期間内に
データベース化を行う。 

 

２．研究の進捗状況 

 コンピュータ・金文を文字データとして扱
うことの可能なＴｒｏｎ（ＯＳ）・スキャナ・
デジタルカメラ等を購入し、上海博楚簡研究
会に参加させていただく機会も利用しなが
ら、研究活動・資料収集を行った。データベ
ース構築の一環として、勤務先の東京大学東
洋文化研究所が所蔵する、膨大な未整理の金
文資料の一部を整理する作業を行った。 

 現地調査としては、中国の研究者の協力を
得て、２００７年度の８月に中国の湖南省で
最新の出土資料である里耶秦簡を拝見した。
同年３月に河北省で戦国時代の陵墓群や都
城遺跡を調査した。２００８年度の９月に上
海・湖南省へ赴き、上海博物館で上海博楚簡
を、湖南省長沙市の湖南大学で最新の出土資
料である岳麓書院秦簡などを拝見した。２０
０９年度の９月に北京で清華大学で新発見
の清華大学所蔵戦国竹簡を見学し、座談会を
行った。引き続いて上海・江蘇省へ赴き、現

地の遺跡・博物館を見学した。３月には北
京・湖北省・広東省へ赴き、湖北省荊州市の
熊家冢楚墓で発掘中の車馬坑を見学した。こ
のように中国各地で資料調査・収集を行った。
日本国内でも、京都の泉屋博古館や神戸の白
鶴美術館などを訪れ、資料調査・収集を行っ
た。 

 研究成果としては、白川静と松本雅明の
『詩経』研究を比較対照した論考を発表し、
ヨーロッパの学者による、漢代の春秋学に関
する論文を翻訳した。先秦時代の君位継承原
理に関する文章２篇も執筆し、うち１本は紀
要で発表し、もう１本は学会誌での掲載が決
定した。初年度より課題となっている「周代
宗法制」に関する研究史の整理作業について
は、本科研の成果に立脚して行うべきものと
判断したため、最終年度の課題として残した。
また、本研究課題を基礎づける研究としての、
出土文献研究の一環としての訳注およびそ
の史料的性格に関する研究も発表した。 

 

３．現在までの達成度 

 ② 

 データベース構築のための資料収集・現地
調査・研究成果の公表について、研究成果の
公表は、当初の予定から執筆順序の変更を一
部行ったが、その他はおおむね支障なく当初
の計画に沿って進めることができた。特に調
査を行った各地で研究協力者に恵まれたこ
とは、研究計画を順調に遂行する上で重要な
意味を持ったと考えられる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 当初の予定とは異なって後回しになった
「周代宗法制」に関する研究史の整理作業は、
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本科研による研究の掉尾を飾るものとして
行う。前年度まで続けてきた先秦時代の君位
継承原理に関する研究や出土文献研究も、
「周代宗法制」研究を支えるものとして続行
する。資料収集・現地調査についてはこれま
で通り、現地の研究者と協力しながら進めて
いく。 
 
５. 代表的な研究成果 
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